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昭
和
44
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を

締
結
し
た
ア
メ
リ
カ
・
レ
ン
ト
ン

市
と
は
、
昭
和
62
年
か
ら
中
学
生

親
善
使
節
団
の
相
互
派
遣
を
開
始
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的

に
流
行
し
て
以
降
、
中
学
生
の
交

流
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
続
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
今
年

度
か
ら
再
開
す
る
予
定
で
し
た
が
、

レ
ン
ト
ン
学
区
教
育
委
員
会
か
ら

実
施
が
難
し
い
と
の
連
絡
を
受
け
、

急
き
ょ
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
提
携
55
周
年
の
節
目
の

年
で
も
あ
り
、
長
年
築
い
て
き
た

交
流
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、
先
月
、

遠
藤
教
育
長
と
と
も
に
レ
ン
ト
ン

市
を
訪
問
。
レ
ン
ト
ン
学
区
の
ハ

ー
ベ
イ
副
教
育
長
と
面
談
し
中
学

生
の
派
遣
交
流
を
再
開
す
る
こ
と

で
合
意
す
る
と
と
も
に
、
レ
ン
ト

ン
市
の
パ
ヴ
ォ
ー
ネ
市
長
と
の
面

談
で
は
、
レ
ン
ト
ン
市
民
親
善
使

節
団
が
来
年
度
、
西
脇
を
訪
れ
る

こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

５
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
レ
ン
ト
ン

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
つ
な

い
で
こ
ら
れ
た
深
い
絆
と
皆
さ
ん

の
優
し
さ
を
肌
で
感
じ
、
感
動
す

る
と
と
も
に
、
改
め
て
子
ど
も
た

ち
が
体
験
で
き
る
姉
妹
都
市
と
の

交
流
は
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
絆
は
、
両
市
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
礎
を
創
り
、
今
日
ま
で
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

手
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
後
も
官
民

一
体
と
な
り
レ
ン
ト
ン
市
と
発
展

的
な
交
流
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

市長からの手紙
― 西脇を元気に‼ ― 127

６
年
ぶ
り
の
交
流
に
向
け
て

レントン市を訪れ、パヴォーネ市長と
姉妹都市の絆を確認

西
脇
市
長　

片
山
象
三　
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　例年８月は「人権文化をすすめる市民運動」
推進強調月間です。市では、この期間に市内各
地区で人権講演会や小中学生対象のじんけんポ
スターコンクールなどを実施しています。その
一環として「働く人と職場」に焦点を当てた企
業向け人権セミナーを開催しています。
　「プライベートを顧みず仕事を優先する」、
「病気でも休まず朝早くから深夜まで働く」な
ど、いわゆる昭和の働き方は経済的な繁栄を支
えたと評価される一方で、個人の健康や家庭生
活に大きな影響を与えたのではないでしょうか。
　時は令和に移り、人々の働き方に対する価値
観が大きく変わっています。令和元年度実施の
人権に関する市民意識調査結果によると、「働
く人の人権に関して、あなたが特に問題がある
と思われること」については、「長時間労働が
常態化して、仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）が保てないこと」が25.8％と最

も高くなっています。
　一方で、一人一人が尊重され、柔軟な働き方
を進める職場は、働く人の生活の質を向上させ
るとともに、モチベーションや生産性を高め、
組織の活性化や業績の向上が期待されます。さ
らに、多様な働き方を導入することで、優秀な
人材をより確保しやすくなります。
～人権尊重と企業成長の両立を進めるために～
　市は市人権教育協議会企業内教育部会などと
連携し、企業向け人権セミナーを毎年開催して
います。一人一人の人権を大切にし、誰もが輝
く働き方や、働く人とともに企業・事業所も成
長していける魅力的な職場をつくるため、ぜひ
セミナーにご参加ください。セミナーの詳細は
15ページに掲載しています。

この夏、人権について考える時間を職場にも

▲多様な働き方の一例（リモートワーク）

【西脇市動植物生態調査研究グループ】
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まちなかの空き家を
活用

ウチワヤンマ

　８㌢ほどの大型のトン
ボで、大きくて黄色い模様がある、うちわの
ような突起が腹部の先にあるのでこの名前が
付きました。ほぼ同じ時期、同じような場所
でタイワンウチワヤンマも見られますが、う
ちわのような突起は小さくて黄色い模様もな
く、黒一色なので区別ができます。
　日本では大型のトンボを「ヤンマ」という
ことが多く、本種もヤンマの名前が付いてい
ます。しかし、オニヤンマのようなおにやん
ま科のトンボではなく、さなえとんぼ科に属
しています。
　市内では見かけることは多くありませんが、
夏に盛んに活動します。池で縄張りを作り、
パトロールをしている姿を見ることができま
す。

さなえとんぼ科

みんなでまちづくり―市民の皆さんのまちづくり活動―

　市まちづくり推進審議会は、「参画と協働のまちづ
くり」の推進に必要な施策について調査・審議するた
めに設置された審議会で、14
人の委員で構成されています。
　今年度の取り組みの一つは、
市民主体のまちづくりに関す
る啓発リーフレットの作成で
す。リーフレットは「まちづ
くり活動についてよく分から
ない」や「まちづくり活動に興味はあるけど、どう始
めてよいか分からない」などの思いを持った市民の方

が、活動を始める後押しにな
るものを目指しています。
　完成後に市内で配布します
ので、ぜひ手に取ってみてく
ださい。

～西脇市まちづくり推進審議会の取り組み～
「参画と協働のまちづくり」を目指して

福祉送迎車の運行福祉送迎車の運行

活性化イベントでの
餅つき大会

活性化イベントでの
餅つき大会

　

約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代
、
全
国
に

編
さ
ん
が
命
じ
ら
れ
た
地
誌
で
あ
る
「
風
土

記
」
の
一
つ
と
し
て
現
存
す
る
「
播
磨
国
風

土
記
」
の
「
託
賀
郡
」
の
条
に
は
、
市
内
の

「
黒
田
里
」
「
都
麻
里
」
「
法
太
里
」
の
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
黒
田
里
」
に
は
、
宗
形
大
神

の
一
人
で
あ
る
、
奥
津
嶋
比
売
命
が
伊
和
大

神
の
子
を
懐
妊
し
た
と
き
に
言
っ
た
、
「
我

が
産
む
べ
き
月
は
尽
ぬ
」
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
「
支
閇
丘
」
が
あ
り
ま
す
。

　

「
キ
ヘ
ヌ
」
は
「
過
行
く
」
を
意
味
す
る

と
考
え
ら
れ
、
播
磨
を
過
ぎ
て
丹
波
に
至
る

こ
と
を
指
す
こ
と
か
ら
、
「
支
閇
丘
」
は
現

在
の
播
磨
と
丹
波
の
境
に
あ
る
「
イ
タ
リ
山

（
至
山
）
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

山頂にある看板 イタリ山全景（南東から）
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